
 

 

 

 

 

 

 

 

         

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(小)自分の考えをもち、学びの深まりを自覚する自

分タイムの確立 
・解決方法を選択し、自分の考えをもつ。 
・学びの深まりを自覚し、振り返りで表現する。 
 

(中)思考し続ける「自立タイム」の創造  
・自ら追究する力（学び方）を高めることで、「学力＝学
ぶ力」を培う 

・「学力＝学ぶ力」を高めることで、“楽しい”“わかる・
できる”授業を創り出す 

 
 

(小)なりたい自分に向けて努力する 
・なりたい自分を具体的に描き、振り返りながら達成を
目指して努力する。 

・自分の願いや考えを表現するためのプレゼン力をつけ 
る。 
 

(中)自分を見つめ個を高め続ける活動 
・自分の“中学生キャリア”を描くこと、具体的努力を残
すことで「なりたい自分」にアプローチしていく 

 
(小)対話や議論を通して、考えを深めるための仲間タイム

の確立 
・小集団で仲間の考えと関わらせながら対話や議論する。 

・仲間と意見を交わす中でよりよい考えを導き、互いに表

現する力を高める。 

 

(中)表現し続ける「共生タイム」の創造 
・教科横断的に表現する力を高め、小集団で互いに説明力・
プレゼン力を高めていく 

・「サキドリ研究指定校」として多様な思考、学び方の継
承、異集団での人間形成を学ぶ 

        
(小)仲間の良さや違いを認め合える活動 
・互いを認め合える学年集団と縦割り班活動をつくる。 

・集団での自分の役割を自覚し、仲間のために最後までや

りきる。 

 
(中)仲間を見つめ集団と共に高まる活動 
・学年の使命を自覚し、令和 10 年度につながっていく活

動を、学級の仲間と生み出し、小中学校に広がっていく

活動にしていく 

 

 

いじめ・不登校 

◇未然防止 

◇早期発見 

◇早期対応 

＜働き方レベルアップ＞  
・高い同僚性の構築 

・効果的能率的業務推進 

・児童生徒と共に 


